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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

＜４月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5 時間・後半が 6 時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 火 学年始休業日（～8 日）   

2 水    

3 木    

4 金    

5 土 週休日   

6 日 週休日 研修センター大掃除   

7 月    

8 火    

9 水 
着任式 始業式 入学式 

PTA 役員会 19:00 
11:40 × 

10 木 登下校指導 
11:15 12:45 
14:00 14:55 ○ 

11 金 ALT  
11:15 12:45 
14:55 ○ 

12 土 週休日   

13 日 週休日   

14 月  
11:15 14:00 
14:55 ○ 

15 火 ALT 二計測・視力・聴力検査 
11:15 14:00 
14:55 ○ 

16 水 全校集会 一年生給食開始 12:45 14:00 ○ 

17 木 
全国学力・学習状況調査 児童委員会 

PTA・自治会打ち合わせ（運動会）予定 

12:45 14:00 

15:15 ○ 

18 金 
ALT 児童委員会 

１年生を迎える会 

12:45 14:00 

15:15 ○ 

19 土 週休日   

20 日 週休日   

21 月  
12:45 14:00 
14:55 ○ 

22 火 
ALT 全国学力・学習状況調査（児
童質問調査） 

12:45 14:00 
14:55 ○ 

23 水 
読み聞かせ 

自治会役員会（運動会）予定 
12:45 14:00 ○ 

24 木  
12:45 14:00 
14:55 ○ 

25 金 ALT 
12:45 14:00 
14:55 ○ 

26 土 
参観日 PTA 総会 

全体懇談 学級懇談 
10:00 × 

27 日 週休日   

28 月 ALT 
12:45 14:00 
14:55 ○ 

29 火 昭和の日   

30 水 ALT   12:45 14:00 〇 

節目を大切に 
校長 大山 道弘 

三寒四温と申しますが、やっと雪解けが進み、春
の薫りが感じられるようになりました。春の訪れを
喜ぶかのように、鳥たちが活発に動き出していま
す。 
令和７年度前期児童会役員を決める選挙が、２月

２６日に行われました。ある立候補者の公約には、
「笑顔あふれる仲良しいっぱいの学校にするために
仲良しの木という活動をします。」と書かれていま
した。「こんな学校にしたい」という目標と、達成
するための方法を明確にしているところが素晴らし
いと感じました。今年度同様、来年度も児童委員会
活動の充実が予想されます。この選挙の取組は、新
年度へ向けての節目となります。 
さて、本日は修了式を行い、子どもたち一人一人

に修了証書を渡しました。そして、進級という大き
な区切りを迎えるにあたり「節目」について話をし
ました。 
皆さんご存じのように「節目」という言葉は、

元々「木材の節があるところ」の意味です。そこか
ら転じて「区切りとなる大切なところ」という意味
に使われるようになりました。特に竹の「節目」が
例えとして挙げられます。竹は長いものになると２
０ｍを超えるほど伸びます。竹は円筒形をしていて
中は空洞ですが、そこを支えているのが一つ一つの
節です。円筒形の空洞の中に「節目」を作ること
で、強風などにも負けない反りの強さを身につけ、
どんどん成長し伸びていきます。 
人間にとっても「節目」は、気持ちを切り替えた

り、一つの目標地点となったりするなど、成長の上
でも大きな意味をもちます。各学期の始まりや大き
な行事の後などは、これまでの自分を振り返った
り、これからの自分のあり方を考えたり、子どもた
ちにとっても「節目」を作りやすい機会です。子ど
もたちにも竹のように立派な節目をつくり、どんな
困難にも負けない、しなやかな大人になってほしい
です。 
本校では、進級はただ学年が一つ上がるだけでな

く、子どもたちのそれぞれの役割や立場が変わりま
す。複式の学級なので、学級内で上の学年になる
子、学級が１・２年から３・４年、３・４年から
５・６年に上がる子とそれぞれ環境が変わります。
そして節目の始業式には、新たな目標をもって登校
します。明日からの学年末・学年始休業は、そんな
子どもたちの思いを大切にするために、教職員一
同、しっかりと準備を進めていきます。 
今年度は、「子どもの可能性を引き出し、伸ばす

教育」を重点として進めてきました。次年度も、へ
き地複式教育のよさを生かし、すべての子どもたち
が「学校が楽しい」と感じられるように努めてまい
ります。 
最後になりましたが、１年間、本校の教育活動に

対しご理解とご協力をいただきまして、誠にありが
とうございます。 



 
 

 

 

 

■令和６年度前期児童会役員選挙 

 2 月 26 日（水）に令和 7 年

度前期児童会役員選挙が行

われました。会長には１名、

副会長には３名が立候補し

ました。立会演説会では、候

補者一人一人がどのような

学校にしたいかという思いと、そのために何をするか

を伝えました。全校児童は、候補者の言葉をしっかり

と聴き、誰に投票するかを決めていました。 

当選した 2 人には、３月６日（木）の全校集会で任

命証が授与されました。新児童会長は、「笑顔あふれる

仲良しいっぱいの学校にしたい」、新副会長は「元気な

学校にしたい」とそれぞれ抱負を語りました。春から

の活躍を期待しています。 

令和７年度前期児童会長 Ｓ・Ｈ さん 

        副会長 Ｏ・Ｎ さん 

■参観日・学級懇談 

2 月 28 日（金）に今年度最後の参観日・学級懇談があ

りました。 

１・２年生は、赤ちゃんの

頃の様子を調べ、まとめたこ

とを発表しました。ご家庭の

ご協力により、生まれたころ

の写真や思い出の物を持ち寄

って発表することができました。堂々と発表する姿に成

長を感じました。保護者の方からも当時の様子をお話い

ただくことで、学びが深まりました。 

中・高学年は毎年恒例の KKT（総合的な学習の時間「屈

斜路かがやきタイム」）の発表会です。３・４年生は、３

つのグループに分かれて取り組みました。「摩周和牛につ

いて」「和琴半島の生き物について」「屈斜路の観光につ

いて」と身近なものからテーマを設定しました。５年生

は、弟子屈町を人が集まる町

にするために、観光に着目し、

冬の観光を増やすための提

案を発表しました。実際に見

たり聞いたりしたことや、体

験したことをもとにした探究活動になっていたことで、

実感を伴った発表になりました。 

その後の学級懇談では、児童一人一人の今年度のがん

ばりや成長について温かい雰囲気で話し合うことができ

ました。保護者の皆様、お忙しい中での参観、懇談への

参加、大変ありがとうございました。 

＜令和７年度の主な行事について＞ 

１学期始業式・入学式 ４月９日（水） 

授業参観・PTA 総会・懇談会 ４月２６日（土） 

PTA 奉仕作業 ５月２日（金）９：０５～（予定） 

運動会 ６月２１日（土） 

１学期終業式 ７月２２日（火） 

２学期始業式 ８月２２日（金） 

学習発表会 １０月２５日（土） 

２学期終業式 １２月２５日（木） 

３学期始業式 １月１５日（木） 

卒業式・修了式 ３月２４日（火） 

■離任者からのご挨拶 
 

校長 大山 道弘（釧路市立鳥取小学校へ） 

 ２年前の着任以来、弟子屈町の皆さん、特に地域

や保護者の皆さんには温かく接していただき、感謝

申し上げます。 

 毎日、子どもたちの笑顔だけでなく、優しさあふ

れる行動に、エネルギーをもらいました。また、学

校に訪れる動物たちにも癒やされました。 

 和琴小学校での経験を、新任地でも生かしてまい

ります。ありがとうございました。 
 

教諭 斎藤 鉄也（標茶町立虹別小学校へ） 

４年間、お世話になりました。まだこれからとい

う思い、心残りもありますが、摩周メロン栽培を始

め、さまざまなふるさと体験、農業体験などの学習

を通して私自身も世界観を大きく広げることができ

ました。楽しい４年間でした。和琴での経験、学び

を次の学校でも生かして行きたいと思います。あり

がとうございました。 
 

事務職員 守屋 結香（標茶町立虹別中学校へ）  

子どもたちの明るさと元気にいつもパワーをもら

い、保護者・地域の皆様に支えられ、素敵な２年間

を過ごさせていただきました。和琴小学校だからで

きる自然を生かした授業や体験は驚くことばかりで

貴重な経験でした。大変お世話になりました。あり

がとうございました。 



 


